
施策－基本事業管理シート（大船渡市）

施策20 産地化をめざした農林業の振興 作成日：　平成22年6月30日 主管課名：　農林水産部農林課

№ 施策名称 主管課 施策の対象
施策の

対象指標
施策の意図 施策の成果指標

実績値
（H18)

実績値
（H19）

実績値
（H20）

実績値
（H21）

単位
目標値
（Ｈ21）

目標値
（Ｈ22）

取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 施策の２１年度目標達成度とその要因
施策の総評価

（１８年度から２１年度までの達成状況）

成 194 成 195

目 197 目 199

39
千万
円

成 282 成 282

289 千円 目 398 目 433

成 14,100 成 13,900

施策の振り返り（施策の２１年度方針の達成状況）

成 176,000 成 175,800

目 176,806 目 176,806

№ 基本事業名称 主管課 基本事業の対象
基本事業の
対象指標

基本事業の意図
基本事業の成果指

標
実績値
（H18)

実績値
（H19）

実績値
（H20）

実績値
（H21）

単位 取得方法
指標取得
主管課・係

算定式・取得先等 基本事業の成果水準とその背景
基本事業の成果実績に対してのこれまでの

主な取り組み（事務事業）の実績

3,662 3,440 3,585 3,829 千パック

366,770 306,480 353,095 345,384 千円

1,012 851 1,398 1,450 千ポット

56,950 51,200 80,577 86,444 千円

200 272 198 178 頭

92,410 96,790 73,350 58,226 千円

71,977 55,305 54,900 50,700 ㎏

15,890 11,930 10,970 10,140 千円

⑤産直施設販売額
（五葉温泉直売組
合及び三陸町直売
組合）

36,430 33,220 33,892 34,422 千円 業務取得 農林課
五葉温泉直売組合及び三陸町
直売組合からの売上金額資料
(合計額を記載）

①新規就農者数 0 0 0 1 人 業務取得 農林課 ・農林課

②認定農業者数 52 52 58 57 経営体 業務取得 農林課 ・農林課

③エコファーマー
数

65 62 54 27 人 業務取得 農林課 ・農林課

④農業法人の農作
業受託面積

0 17 22 37 ha 業務取得 農林課 ・農林課

①間伐面積 82.4 70,0 84.0 97.1 ｈａ 業務取得 農林課
・農林課
  私有林　18.47ha
  公有林　78.58ha 　合計97.05ha

②森林組合粗立木
販売額

146,461 187,864 219,139 168,693 千円 業務取得 農林課 ・森林組合資料

③森林組合粗立木
販売量

15,580 18,958 22,723 17,655 ㎥ 業務取得 農林課 ・森林組合資料

３９
（H18）

２８９
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167
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３９
（H18）

２８９

167
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②花き生産数・販
売額

③森林組合粗立
木販売量

④水稲生産高・生
産額

農林課
・ＪＡ大船渡営農指導センター資
料

統計資料

③飼育牛出荷頭
数・販売額

主な事務事業は以下のとおり
・岩手県立農業大学校後援会参画事業
・大船渡市認定農業者の会運営事業
・エコファーマー参画事業
・新いわて農業担い手支援総合対策助成事業
⇒水田農業集落ビジョンで担い手を明確にし、担い手への
農作業受託（受託組織２団体）を促進した。受託面積は
37haで、受託件数は110件であった。

①新規就農者数は、21年度は1人だった。
⇒農協のおこなう新規就農支援事業に対する支援をおこなっているが、21年
度は希望者が0であった。
②認定農業者数は、20年度が59経営体、21年度は57経営体であった。
⇒認定農業者は、18年度に新規で5名認定された。認定農業者は花き、菌
床しいたけの生産者が主であったが、最近では農作業受託組織の構成員が
認定を受けるなど担い手としての位置づけが明確化されてきている。
③エコファーマーは、5年ごとに再認定されるが、16年度に認定を受けた29名
のうち、再認定されたのが2名だけで、21年度末での数が27名となった。認定
されても、メリットが少ないこと等から、再認定を希望する農家が少なく、減少
傾向にある。
④農業法人の農作業受託面積は、21年度は37haであった。
⇒18年度末に農事組合法人が設立され、今後より一層の拡大が見込まれ
る。

2
農業の担い手の
確保

農林課 ①農業者
①農家数
Ｈ17：1,350戸

①農地が担い手
に集約される

②担い手が確保
される。

主な事務事業は以下のとおり
・山間地域農産物価格安定助成事業
・中山間地域夢づくり総合支援事業
・いわて希望農業担い手応援事業
⇒花きハウス用循環扇、ころ柿用脱気シール機などの機
械整備を行った。
・畜産振興総合対策事業
・市有牛貸付事業
・中山間地域等直接支払交付金
⇒中山間地域の農業生産維持のため対象地域5集落と協
定を結び、農業用排水路の維持管理、遊休農地の草刈り
等を行うための交付金を支払った。
・中山間地域総合整備事業
⇒日頃市西地区、ほ場・農業用水路などの基盤整備で、
20年度は集落道整備を行った（H20年度完了）。
・シカ特別対策事業(21年度)
⇒シカ被害防止のため、有害捕獲の実施、シカ防護網の
設置および配布474件、935反を行った。シカ有害捕獲頭
数：143頭

その他、直売組織の育成強化を図り、農産物の流通販売
を展開することを目的に、直売組合員が研修会等に参加し
た（1回30人）。

①菌床しいたけ出荷量・出荷額については、21年度出荷量は3,829千パック
（対前年度比6.8％増）、出荷額345,384千円（対前年度比2.2％減）であった。
20年度と比較し、出荷量は増えたが、単価の低迷により、出荷額は減となっ
ている。単価比較20年度 98.5円→21年度90.2円（1パック当)
②花き生産数・販売額については、21年度出荷量は1,450千ポット（対前年度
比3.7％増）、出荷額86,444千円（対前年度比7.3％増）であった。。
③飼育牛出荷頭数・販売額については、21年度出荷量は178頭（対前年度
比10.1％減）、出荷額58,226千円（対前年度比20.6％減）であった。その理由
は、景気の低迷による牛肉消費量の減と、それにともない子牛価格も低迷し
ていることによる。
④水稲生産高・生産額については、作況指数98であり、生産高50,700㎏（対
前年比7.7％減）、生産額10,140千円（同7.6％減）と、ともに減少した。
⑤産直施設販売額（五葉温泉直売組合、三陸町直売組合）については、21
年度販売額34,422千円（対前年比1.6％増）であった。食の安全、安心にかか
る住民意識の高揚により産直施設のニーズが高まっており、その対策が求
められている。

⇒菌床しいたけ、花き等については、農協共販以外に、直接ホームセンター
等に出荷している部分がある。（数値は不明）

統計資料 農林課
・ＪＡ大船渡営農指導センター資
料

統計資料

1
農業経営の安定
化

農林課 ①農業者

産地化をめざし
た農林業の振興

20

★成果指標の５年間の推移
・農業生産額
⇒当市の農業は、中山間地域で耕地が狭隘で兼業農家
が95％を占め、高齢化が進み後継者（担い手）が不足し、
生産条件が悪く、耕作放棄地が拡大している（県下ワース
ト1位）。その中で菌床しいたけ、花きなど施設型農業を推
進している。しかしながらしいたけは、中国産の影響で単価
が低下、花きは、他の産地が出てきていること、農業者で
はない一般企業が花の市場に参入してきたことから単価
が下がっている。
・農協の販売実績額は、年毎に減少傾向にあるが、その原
因は生産者の減少、主要品目である菌床しいたけと花卉
の大幅な減収等によるものである。

・林業生産額
⇒販売量、販売額とも減少傾向にあるが、その原因は、林
業経営体の減少、木材価格が低迷していることがその要
因と思われる。
・粗立木販売量は、戦後、植林した所が伐採適齢期に入っ
ており、今後増加要因はある。
★取り組みの経過・成果
・基盤整備⇒日頃市西地区中山間地域地域整備事業（県
営事業）は平成20年度で完了し、地区内の圃場、農道、用
排水路の整備が行われた。
・担い手の育成　⇒市内の農業法人の農作業受託面積は
増加している。
・シカ対策　⇒岩手県シカ保護管理検討委員会で策定し
た、第３次シカ保護管理計画に基づき、平成23年度末に五
葉山地域における適正生息頭数である2,000頭に近づける
よう、個体数の調整に取り組んでいる。（H22：1,400頭、
H23：1,400頭）

①農業生産額を
増やしてもらう

②林業生産額を
増やしてもらう

①農家数
 H17：1,350戸

②林家数
H16：1,694戸

①農業者

②林業者
農林課

②生産農業所得

上段：市全体分
下段：一戸当り

農林水産
統計年報

15,580

主な事務事業は以下のとおり
・森林整備事業
・松食い虫対策事業⇒21年度は427本、509.9㎥の伐倒燻
蒸及び焼却し、被害の拡大を阻止した。
・森林整備地域活動支援事業⇒協定を締結した森林所有
者に現況調査などを行った場合に交付金を支払う。21年
度の地域活動面積724.51ha、交付金額3，623千円であっ
た。（16協定）

3 林業の振興 農林課 ①林業者
①林家数
H16：1,694戸

①林業生産物が
安定して高く売れ
る

農林課
・ＪＡ大船渡営農指導センター資
料
（農業協同組合共販分）

統計資料

①間伐面積は、19年度70.0ha、20年度84.0ha、21年度97.1haであった。
②③森林組合立木販売量は、21年度販売量で17，655㎥（対前年度比
22.3％減）、立木販売額168，693千円（対前年度比23.0％減）であった。その
理由は木価の低迷が続いていること、また、高品質なものが少なかったこと
による。

・当市の林業は、木材価格が低迷していることから採算が合わず、山の手入
れができなく山林が荒廃している。また、シカ・カモシカによる食害や松くい虫
による被害が拡大し、意欲が減退している。

農林課
・ＪＡ大船渡営農指導センター資
料

①農家数
Ｈ17：1,350戸

①農産物が安定
して高く売れる

①菌床しいたけ出
荷量・出荷額

①農業生産額
 （農業産出額）

④森林組合粗立
木販売額

農林課業務取得m318,958 22,723

146,461 187,864 ・森林組合資料農林課業務取得219,139

千万
円

万円

千円

　21年度予算編成方針では、「成果水準と予算水準いづれも維持」として設
定された。成果水準を20年度と比較すると、農業、林業とも低下傾向にあ
る。総コストに関しては、県道整備事業の完了による負担金の減等により、
全体としては削減となっている。

　耕作放棄地は拡大傾向にあり、農作業の受委託は進んだものの農地の集
約化には至っていない。
　担い手は認定農業者が57経営体となっている。新規就農者は１人であっ
た。

①農業生産額（農業産出額）は、県農林水産統計年報からの取得数値のた
め19年度数値しか公表されておらず、167千万円となっている。②生産農業
所得（一戸当たり）は、農業生産所得統計からの取得数値のため18年度実
績しか公表されておらず、38千万円（一戸当り280千円）となっている。
⇒当市の農業は、中山間地域で耕地が狭隘で兼業農家が95％を占め、高
齢化が進み後継者（担い手）が不足し、生産条件が悪く、耕作放棄地が拡大
している（県下ワースト1位）。その中で菌床しいたけ、花きなど施設型農業を
推進している。しかしながらしいたけは、中国産の影響で単価が低下、花き
は、他の産地が出てきていること、農業者ではない一般企業が花の市場に
参入してきたことから単価が下がっている。
・農協の販売実績額は、年毎に減少傾向にあるが、その原因は菌床しいた
けと花卉の大幅な減収による。
③森林組合粗立木販売量は、21年度目標値14,963㎥に対して、17,655㎥で
目標を達成している。
④森林組合粗立木販売額は、21年度目標値176,806千円に対して、実績値
が168,693千円で目標を達成できなかった。
⇒販売量、販売額とも前年を下回っており、木材価格が低迷していること
がその要因と思われる。
・立木販売量は、戦後、植林した場所が伐採適齢期に入っており、今後増
加要因はある。

目 14,963目 14,963

農林課

・岩手農林水産統計年報から
把握（県の統計で最新数値は2
年遅れ毎年3月発刊）
・（農業産出額）は、農協が取り
扱っている分のみ農協販売実
績から把握

農林課

農林水産
統計年報
農協販売
実績

・同上（農業生産所得統計）

※統計数値は２年遅れで公表
される。

・森林組合資料

施策・基本事業　【20】


